
連連 載載

ACCAは、1904年に設立（1974年

勅許付与）1された職業会計専門家団

体で、世界173か国に約166,000人の

会員と約366,000の学生がいる大規

模職業会計専門家団体の１つである。

英国で独占的に資格を付与してきた

イングランド・ウェールズ勅許会計

士協会（ICAEW：InstituteofChar-

teredAccountantsinEnglandand

Wales）やスコットランド勅許会計士

協会（ICAS：InstituteofChartered

AccountantsinScotland）といった

伝統的な職業会計専門家団体がファー

ストティアー（第１階層）と呼ばれ

るのに対して、ACCAは、セカンド

ティアー（第２階層）と呼ばれ、そ

れまでファーストティアーの団体に

所属する勅許会計士に独占されてい

た会計業務の開放や、大学学士号以

上の教育を受けた者のみが優先され

る形で入学を認められていた当時の

特権階級としての勅許会計士から、

より様々なバックグラウンドを持つ

個人を柔軟に受け入れることで、社

会のニーズに沿った会計士の育成を

目指し設立された団体である2。

① ACCAの海外戦略と会員数の増

加

セカンドティアーに位置する後発

の団体としてスタートしたACCAで

あるが、次頁の図表１の比較表でみ

られるとおり、すでに会員数は、ファー

ストティアーに位置するICAEWを

超えており、英国の他の団体と比べ

ても、そして世界的にも、非常に会

員規模の大きな団体の１つとなって

いる。なお、英国の財務報告評議会

（FRC：FinancialReportingCouncil）

が毎年公表する職業会計専門家数等

に関する統計資料3によると、FRC

の監督下にある主たる職業会計専門

家団体の英国国内のみの正会員数だ

けをみれば、ICAEWが約120,000人

で一番規模が大きく、続いて、

ACCAが約80,000人、英国勅許管理

会計士協会（CIMA：CharteredIn-

stituteofManagementAccountants）

が約75,000人と３つの職業会計専門

家団体が英国内で群を抜いて多くの

正会員を誇る一方、ICASが約17,000

人などとなっており、規模の面では、
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１ ACCAの概要

２
ACCAの海外戦略と会計・

監査制度等構築支援

会計プロフェッションをめぐる国際動向⑥

本連載では、近年ますますそのビジネスを多角化させ、多様な会員を世界中から取り込み国際化することで、競

争優位を保とうと試みる職業会計専門家団体の動きや、それを実現させるための新しい資格の創設、あるいは資格

の相互承認の促進といった、会計プロフェッションをめぐる様々な国際的動向のうち、主要と思われるものについ

て紹介している。

連載第６回目は、国際的な職業会計専門家教育機関として拡大し続ける英国勅許公認会計士協会（ACCA：As-

sociationofCharteredCertifiedAccountants）を中心に、英国の職業会計専門家団体の最近の動向について紹介

する。なお、職業会計専門家資格や、職業会計専門家団体については、その発展の過程などから多様な制度が世界

に存在し、日本の公認会計士制度とは異なる様相を呈するものが多数存在していることに留意が必要である。

英国勅許公認会計士協会（ACCA）を

中心とした英国の職業会計専門家団体の

最近の動向について
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【図表１】世界の職業会計専門家団体の会員数一覧（上位30位）

2011

（順位）

2012

（順位）

経済規模
１人当たり

GDP（US$）

人口規模
2013

（順位）
団体名 国 名 会員数 学生数 GDP

（百万US$）
順 位 人口（千人） 順 位

2 1 1 CFC ブラジル 493,490 － 2,252,664 7 11,340 198,656 5

1 2 2 AICPA アメリカ 394,000 － 16,244,600 1 51,749 313,914 3

3 3 3 CICPA 中国 260,000 － 8,227,103 2 6,091 1,350,695 1

4 4 4 ICAI インド 226,015 794,465 1,858,740 10 1,503 1,236,687 2

－ 6 5 CPACanada カナダ 185,000 48,000 1,779,635 11 51,206 34,754 37

6 5 6 ACCA イギリス 167,762 377,370 2,475,782 6 38,920 63,613 22

5 7 7 ICAEW イギリス 140,573 20,037 2,475,782 6 38,920 63,613 22

7 8 8 CNDCEC イタリア 113,235 24,371 2,014,670 9 33,837 59,540 23

8 9 9 CPAAustralia オーストラリア 105,518 43,998 1,532,408 12 67,442 22,722 51

9 10 10 CIMA イギリス 96,030 122,394 2,475,782 6 38,920 63,613 22

10 11 11 TURMOB トルコ 92,584 20,397 789,257 17 10,666 73,997 18

12 12 12 ICAA オーストラリア 61,086 14,385 1,532,408 12 67,442 22,722 51

14 14 13 CGACanada カナダ 51,896 23,196 1,779,635 11 51,206 34,754 37

13 13 14 IMA アメリカ 49,163 20,837 16,244,600 1 51,749 313,914 3

15 15 15 ICWAI インド 46,360 208,698 1,858,740 10 1,503 1,236,687 2

18 16 16 HKICPA 香港 36,771 17,160 263,259 37 36,796 7,155 101

－ － 17 ICAN ナイジェリア 35,611 － 262,597 39 1,555 168,834 7

17 17 18 SAICA 南アフリカ 35,657 14,948 384,313 28 7,352 52,275 25

－ － 19 NZICA ニュージーランド 32,677 12,606 171,281 55 38,637 4,433 122

20 18 20 MIA マレーシア 30,190 － 305,033 34 10,432 29,240 44

19 19 21 IPAR ロシア 27,537 － 2,014,775 8 14,037 143,533 9

－ 20 22 JICPA 日本 26,113 － 5,961,066 3 46,731 127,561 10

－ － 22 INCPC コロンビア 26,113 6,672 369,606 31 7,748 47,704 28

－ － 23 IPA オーストラリア 24,600 9,811 1,532,408 12 67,442 22,722 51

－ － 24 AAP ポーランド 23,401 － 489,795 24 12,710 38,536 33

－ － 25 ICAI アイルランド 21,843 － 210,772 47 45,951 4,587 119

－ － 26 IMCP メキシコ 21,338 － 1,178,126 14 9,749 120,847 11

－ － 27 NBA オランダ 21,142 5,328 770,555 18 45,990 16,755 62

－ － 28 ANAN ナイジェリア 21,000 － 262,597 39 1,555 168,834 7

－ － 29 ISCA シンガポール 20,834 － 274,701 35 51,709 5,312 115

－ － 30 ICAS スコットランド 20,186 3,056 － － － － －

＊ なお、会員数については集計時期等により若干の違いがある。

（出所：「TheAccountant」2013年２月号、2014年３月号、WorldBankGDPRanking/PopulationRanking2012、WorldBankGDPpercapita2012

を参考に筆者作成）
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ICAEWが最も大きな団体となって

いる。しかしながら、各団体の正会

員数の世界合計をみるとACCAが英

国の主たる団体としては１位の約

166,000人、 続いて、 ICAEWの約

143,000人、CIMAの約96,000人となっ

ており、ACCAとICAEWの順位は逆

転する。次頁の図表２には、FRCが

公表した2009年から2013年の英国の

主たる団体の会員数（全世界合計）

の推移と成長率を示している。正会

員数の伸びをみてもACCAの会員数

増加傾向は明らかで、2009年から

2013年のACCAの年平均正会員数成

長率（全世界合計）が4.8%である一

方、ICAEWは1.4%でACCAはICAEW

に大きな差をつけている。ACCAは

セカンドティアーに位置する団体と

して、英国内での競争だけでなく、

海外（特に、発展途上国）へもその

活路を求めたことから、海外を中心

に会員数が著しく増加し、ICAEW

といった伝統的な団体にACCAが総

合的な規模の面で勝る結果となって

いる4。

② 学生等の獲得と会計・監査制度

構築支援を通じた拡大戦略

特に、ACCAとICAEWの学生数を

みると、両団体の差は歴然としてい

る。次頁の図表３に示したACCAの

正会員及び学生の地理的分布資料に

よると、学生の約60％以上が海外に

分布しているとのことである。これ

は、その拡大戦略が資格の相互承認

などを通じた直接的な手段のみなら

ず、職業会計専門家制度の過渡期に

ある国や、急激な経済成長に伴い、

これから職業会計専門家が多く必要

とされるであろうと考えられる発展

途上の国々を中心に、次頁の図表４

に上げるような活動を通じてACCA

や、ACCAの提供する資格等に対す

る信頼を醸成した上で、現地の規制

当局や職業会計専門家団体等とパー

トナーシップを組み、これらの国の

会員を取り込むことを拡大戦略の１

つとして掲げているためである。例

えば、現時点での正会員数がほかと

比べて少ないサブサハラアフリカ地

域、中東、北アフリカ、南アジア地

域も、学生数をみるとかなりその数

を伸ばしていることが分かり、上述

の海外戦略のもと、確実な会員数の

増加に向けて戦略的に取り組んでい

ることがうかがえる。ACCAが各国

の団体及び政府機関等と締結してい

るパートナーシップは非常に多く、

次頁の図表５のとおりとなっている。

図表４に挙げられるようなACCA

の海外展開戦略は、まず、現地に拠

点となる事務所を設置した上で、そ

れらの国の政府、国際機関、及び会

計士団体と緊密に連携し、専門職業

家の育成のための協力を提供するこ

とが中心となっていると考えられ、

特に、地域事務所の設置が重要なス

テップの１つとして位置づけられて

いるといえる。現在、ACCAの事務

所は、本部（ロンドン）のほか、米

国、欧州、オセアニア及びアジアの

39の国及び地域に91事務所あり、ア

ジアでは、マレーシア、シンガポー

ル、中国、香港、パキスタン、スリ

ランカ等にある。アジアでは、マレー

シア及びシンガポールといった国々

で職業会計専門家制度が導入される

以前からACCAが進出しており、特

に、マレーシア及びシンガポールに

は、1936年にACCAの地域事務所が

設立されている5。マレーシア会計

士協会（MIA：MalaysiaInstituteof

Accountants）の設立は1967年、マ

レーシア公認会計士協会（MICPA：

MalaysianInstituteofCertifiedPub-

licAccountants）の設立は1958年、

旧シンガポール公認会計士協会

（ICPAS：InstituteofCertifiedPublic

AccountantsinSingapore）（現在の

シンガポール勅許会計士協会

（ISCA））の設立は1963年である。

なお、ACCAの中国本土への本格的

な進出は1988年からとされており、

同時期の中国では、会計法・企業会

計規定の制定及び中国注冊会計師協

会の設立といった会計諸法令の制定

と監査制度の充実が図られている6。

最近では、2013年５月にインドネシ

ア、 2014年４月にミャンマーに

ACCAの地域事務所が開設されてい

る。

海外における会員の取込みや、発

展途上国に対する会計・監査分野で

の協力に関しては、ICAEWやCIMA

も非常に活発に活動を行っており、

ICAEWは欧州、中東及びアジア地

域等を中心に分布している世界７か

所の海外地域事務所を中心に、また、

CIMAは世界約35の国及び地域に分

布している海外事務所を中心に、現

地の職業会計専門家団体と品質管理

や継続的専門研修等の制度の維持創

設に係る協力に関する覚書を締結し

たり7、現地で各団体の資格が取得

できるような措置を講じるなどして

いる。

さらに近年は、英国政府の開発援

助事業に参画する形で、職業会計専

門家団体による発展途上国に対する

支援も充実しており、2014年５月か

ら、ACCA、ICAEW、CIMA、ICAS

及び英国勅許公共財務会計協会

（CIPFA：TheCharteredInstituteof

PublicFinanceandAccountancy）は、

英国の国際開発庁（DFID：Depart-

mentforInternationalDevelopment）

とパートナーシップを組み、アフリ
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【図表４】ACCAの海外活動の例

１． 関連法規の起草、会則及び規則の作成、ガバナンス及び組織体制の構築、戦略事業計画の策定を含む、会計専門職業団

体の設立に係る事項への協力

２． 倫理規程のフレームワーク、実務モニタリング、調査及び綱紀懲戒に関する規制及び基準の策定への協力

３． 継続的専門能力開発（CPD：ContinuingProfessionalDevelopment）及び教育担当指導者の育成を含む教育及び資格認定

への協力

４． 国際会計士連盟（IFAC：InternationalFederationofAccountants）の「加盟団体が遵守すべき義務に関するステートメ

ント（SMO：StatementofMembershipObligation）」実施のサポート

（ACCAウェブサイトより筆者作成）

【図表３】2011年時点のACCAの会員分布

（ACCAウェブサイト公表資料より筆者作成）

【図表５】ACCAのパートナーシップ

共通試験制度、継続的専門研修の実施、専門研究、品質管理等の分野における協力を実施している団体等

アメリカ地域 InteramericanAccountingAssociation

アゼルバイジャン ChamberofAuditorsofAzerbaijanRepublic

アルゼンチン Federaci�nArgentinadeConsejosProfesionalesdeCienciasEcon�micas

アルメニア AssociationofAccountantsandAuditorsofArmenia

バハマ
BahamasInstituteofCharteredAccountants

BahamasChamberofCommerceandIndustry

バルバドス
InstituteofCharteredAccountantsofBarbados*

BarbadosSmallBusinessAssociation

ベリーズ InstituteofCharteredAccountantsofBelize*

ボツワナ BotswanaInstituteofAccountants*

ブラジル InstitutodosAuditoresIndependentesdoBrasil

ブルネイ BruneiDarussalamInstituteofCertifiedPublicAccountants

カンボジア MinistryofEconomyandFinanceKampucheaInstituteofCertifiedPublicAccountantsandAuditors*

カナダ CertifiedGeneralAccountants'AssociationofCanada

カリブ地域 InstituteofCharteredAccountantsoftheCaribbean

【図表２】英国の主たる団体の会員数（全世界合計）の推移と成長率

ACCA ICAEW CIMA

正会員数 学生数 正会員数 学生数 正会員数 学生数

2009 137,233 334,423 134,698 16,517 79,757 92,909

2010 144,397 357,952 136,615 17,653 83,487 99,264

2011 151,283 349,325 138,464 19,073 87,316 106,612

2012 158,574 353,589 140,573 20,037 91,744 112,727

2013 165,625 365,488 142,334 20,121 95,925 122,394

年平均成長率%

（2009�2013）
4.8 2.2 1.4 5.1 4.7 7.1

（FRC公表資料より筆者作成）
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中 国
ChineseInstituteofCertifiedPublicAccountants

ChinaNationalAuditOffice

キプロス InstituteofCertifiedPublicAccountantsofCyprus*

チェコ
UnionofAccountantsoftheCzechRepublic

ChamberofAuditorsoftheCzechRepublic

東アフリカ EasternCentralandSouthernAfricanFederationofAccountants

東部カリブ地域 InstituteofCharteredAccountantsoftheEasternCaribbean

エジプト EgyptianSocietyofAccountantsandAuditors

エチオピア EthiopianProfessionalAssociationofAccountantsandAuditors

欧 州 F�d�rationdesExpertsComptablesEurop�ens/SouthEasternEuropeanPartnershiponAccountancyDevelopment

ジョージア TheGeorgianFederationofProfessionalAccountantsandAuditors

ギリシャ InstituteofCertifiedPublicAccountantsofGreece*

ガイアナ InstituteofCharteredAccountantsofGuyana*

香 港 HongKongInstituteofCertifiedPublicAccountants

インドネシア IkatanAkuntanIndonesia

イラン IranianAssociationofCertifiedPublicAccountants

アイルランド InstituteofCertifiedPublicAccountantsinIreland

ジャマイカ
InstituteofCharteredAccountantsofJamaica*

JamaicaBusinessDevelopmentCorporation

ジョーダン JordanianAssociationofCertifiedPublicAccountants

ケニア InstituteofCertifiedPublicAccountantsofKenya

レソト LesothoInstituteofAccountants*

マラウィ PublicAccountantsExaminationCouncilofMalawi*

マレーシア MalaysianInstituteofCertifiedPublicAccountants

マルタ MaltaInstituteofAccountants*

メキシコ InstitutoMexicanodeContadoresP�blicos

モルドバ AssociationofProfessionalAccountantsandAuditorsofMoldova

ナイジェリア InstituteofCharteredAccountantsofNigeria

ポーランド
AccountantsAssociationinPoland

PolishChambersofStatutoryAuditors（KIBR）

ルーマニア ChamberofFinancialAuditorsofRomania/BodyofExpertandLicensedAccountantsofRomania

セルビア SerbianAssociationofAccountantsandAuditors

シエラレオネ InstituteofCharteredAccountantsofSierraLeone*

シンガポール InstituteofSingaporeCharteredAccountants

スリランカ InstituteofCharteredAccountantsofSriLanka

スワジランド SwazilandInstituteofAccountants*

タンザニア NationalBoardofAccountantsandAuditors

タ イ FederationofAccountingProfessions

トリニダード・トバゴ
InstituteofCharteredAccountantsofTrinidadandTobago*

TheBusinessDevelopmentCompanyLimited

トルコ UnionofChambersofCertifiedPublicAccountantsofTurkey

ウクライナ
UkrainianFederationofProfessionalAccountantsandAuditors

ChamberofAuditorsofUkraine

アラブ首長国連邦 DubaiFinancialServicesAuthority

イギリス

AssociationofAccountingTechnicians

CharteredInstituteofSecuritiesandInvestments

CharteredInstituteofTaxation

ウルグアイ ColegiodeContadores,EconomistasyAdministradoresdelUruguay

ベトナム

MinistryofFinanceoftheSocialistRepublicofVietnam*

VietnamAccountingAssociation

VietnamAssociationofCertifiedPublicAccountants

StateAuditOfficeofVietnam

ザンビア

ZambiaInstituteofCharteredAccountants*

ZambiaChamberofSmall&MediumBusinessAssociations

LusakaStockExchange

＊ 共通試験制度（JointexaminationScheme）がある団体

（出所：ACCAウェブサイトより筆者作成）



●法令・その他

カ、中東、及び東南アジア地域の29

の発展途上国に対して、専門家の現

地派遣等を通じて公共財務及びビジ

ネス環境の向上を図ることを目指す

DIFDの開発援助プログラムに参画

している。今後、各団体は、職員等

専門家の派遣を通じて、現地政府機

関職員の能力向上や適切な会計政策

の導入などへの協力を行うこととなっ

ている。現時点では、ACCAがエチ

オピアの教育省における会計業務の

向上のためのプロジェクト、CIPFA

がナイジェリアの政府調達における

腐敗防止プロジェクト、ICAEWが

ザンビアの監査規制に対するプロジェ

クトに参画するなどしている8。

ACCAが、顕著に会員数を伸ばし

拡大している要因は、その提供する

資格にもあると考えられる。ACCA

は最上級の勅許公認会計士資格

（CCA：CharteredCertifiedAccoun-

tant）だけではなく、例えば、「会計

基礎（FoundationsinAccountancy）」

と呼ばれる一般事業会社の会計部門

等で勤務する際にも役立つような様々

な資格証明やその他の証明書の提供

を通じて異なる会計資格ニーズに柔

軟に応えている。また、CCA取得プ

ログラムへの入学に必要な教育要件

を満たさない者に対しては、この会

計基礎に含まれる「会計・ビジネス

ディプロマ」を取得すれば、CCA取

得に向けたプログラムへの入学を許

可するなど、CCA資格取得に柔軟な

アクセスを認めていることも多くの

会員数獲得につながっているものと

考えられる。さらに、これらの資格

取得に向けた教育では、国際的な会

計・監査基準への対応はもちろんの

こと、統合報告等といった最新の分

野や、海外からの資格取得希望者に

は、現地で業務をする上で必要とな

る税務や法律に関する内容も網羅し

て提供することで、様々な国の様々

なニーズを持つ人へ「国際的に持ち

運び可能」な資格を柔軟に提供して

いることが魅力の１つとして挙げら

れる9。資格取得に向けた授業や試

験の実施にあたっても、電子媒体が

広く用いられ、また、科目ごとに行

われる試験は世界各国に設けられた

テストセンターでコンピューターで

の受験を可能とするなど、アクセス

の可能性を高める措置がとられてい

る。なお、ACCAの地域事務所等の

ない国では、ブリティッシュ・カウ

ンシルでも受験が可能で、日本では

ブリティッシュ・カウンシル東京セ

ンターで一部の試験を受験すること

が可能になっている10。

また、ACCAは、英国内の高等教

育機関との提携も行っており、CCA

取得に向けた学習を通じて学士号や

修士号を修得できるルートも設定し

ている。これらは、高校等の教育を

修了したものが、大学等に入学せず

に直接ACCAの会計資格プログラム

に進んだ場合に、ACCAの提供する

プログラムを通じて高等教育機関か

らの学士号等の取得が可能になるルー

トで、資格取得に係る経済的な負担

や時間的な制約を緩和することを目

的としているものと考えられる。

ACCAの提供する各資格等の概要及

び各資格取得の流れは次頁の図表６

及び152頁の図表７のとおりである。

なお、職業会計専門家資格への柔

軟なアクセスを認める動きは、その

他の職業会計専門家団体でもみられ、

例えば、ICAEWでも、最上級の勅

許会計士資格（CA：CharteredAc-

countants）の取得と大学等の学位を

組み合わせて効率的に資格を取得で

きるルートや、ICAEWが広く一般

に提供する「財務会計ビジネス資格」

を取得していれば、CA資格の取得

プログラムにおいて一部の科目免除

が認められたり、資格取得のために

必要となる会計事務所等における実

務経験契約の申請を直接行えたりす

るなどの制度がある11。

その他、例えば、ICASでは、資

格取得にあたっての１つのハードル

となる資金面の問題に対処するため、

2013年にICAS基金（ICASFounda-

tion）を設立し、財政的に困難なこ

とから職業会計専門家資格の取得が

難しい若い人材に、ICASが資金の

提供を行うことで資格取得のサポー

トを行うなどの取組みをしている12。

このほか、関連する動きとしては、

2014年４月に英国内の2113の会計事

務所及び職業会計専門家団体が集ま

り立ち上げた「AccessAccountancy」

と呼ばれる組織も興味深い。これは、

会計・監査業界がこれまで資格取得

希望者の教育あるいは経済的なバッ

クグラウンドといった要素を重視し

ていたために、社会から排他的で閉

鎖的なイメージを持たれていたこと

に対処するため、実際の能力に基づ

いて様々なバックグラウンドを持つ

人を幅広く会計・監査業界へ受け入

れることに参加事務所や職業会計専

門家団体がコミットすることで、会

計・監査分野への更なる人材の取込

みと人材の多様化を図ろうとするも

のである。AccessAccountancyに参

加する事務所や職業会計専門家団体

は、更なる実務経験の場の提供、応

募者の社会経済的バックグラウンド

に関する統計の作成、又は教育機関

等へのアピールなどを通じて会計分
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【図表６】ACCAの提供する資格等一覧

資格名 勅許公認会計士〈CCA：CharteredCertifiedAccountant〉

入学要件 最低要件として、「GCSE：GeneralCertificateofSecondaryEducation」（義務教育の修了資格試験の
３科目、及び「ALevel」（高等学校レベルの教育修了資格試験）の２科目の合計５科目（英語と数
学を含むこと）に合格していること、又はそれと同等の教育を満たしていること。
※ 上記の最低教育要件が満たせない場合でも、ACCAの会計基礎に含まれる会計及びビジネスディプロマを取得
すれば、CCAの資格プログラムに編入することが可能。

実務経験要件 会計又は財務関係の役職にて、36か月（３年）の実務経験が必要（試験の受験前、受験中、受験後
いずれでもよい。）。実務経験の達成度は13の評価基準に照らして評価され、年１回、ACCAに実施
状況の報告が必要。
※ ただし、監査報告書に署名できるようになるには、開業登録（PracticingCertificate）及び監査資格（AuditQuali-
fication）の両方が必要とされる。
まず、開業登録を行うためには、専門レベルで実施されるすべての試験科目に合格する必要があり（免除され
た科目がある場合は、当該科目の免除を取り消し、再受験する必要がある。）、さらに追加で、上級監査保証、企
業法、税法、財務報告の科目に合格しなければならない。開業登録に必要な実務経験としては、ACCAの認定雇
用主（ApprovedEmployer）のもとで３年間（うち、２年間は勅許公認会計士としての登録後でなければならな
い。）が必要とされている。開業登録は１年更新制。さらに、監査人資格を取得するための実務経験要件として、
資格取得前又は後のいずれかにおいて、44週間の監査実務経験（うち、少なくとも22週間は法定監査実務でなけ
ればならない。）が必要とされる。いずれの実務経験も、開業登録研修証明書（PractisingCertificateTrainingRe-
cord（PCTR））に記録し、６か月ごとにACCAへ報告する必要がある。なお、開業資格については、原則として
世界中で有効（ただし、実際に業務を行う場合は、それぞれの国（団体）の要件に従う必要がある。）であるが、
監査資格は、英国、アイルランド、キプロス及びジンバブエのみで有効であるため、その他の国で監査を行う場
合には、各国（団体）の規定に従うこととなる。

試験科目 各候補者は、原則として、以下についてのACCAによる授業を受けた上で、試験を受験する。すで
に一定程度の知識を有していると判断された場合は、基礎レベルにおいて最大９科目の科目免除が
適用される。
基礎レベル（Fundamentals） 専門レベル（Professional）
① 教 養

�企業内会計士 ① 必須科目

�管理会計 �統治、リスク、倫理

�財務会計 �企業報告
② スキル �ビジネス分析

�会社法 ② 選択科目（２科目選択）

�業績管理 �上級財務管理

�税法 �上級業績管理

�財務報告 �上級税法

�監査保証 �上級監査保証

�財務管理

資格取得までの年数 平均して３年～４年

その他の資格等 ①財務・管理会計入門レベル資格証明
②財務・管理会計中級レベル資格証明
③会計・ビジネスディプロマ
④公認会計テクニシャン（CAT）
⑤監査、税務及び財務管理資格証明
⑥GlobalMBA

入学要件 なし

実務経験要件 ④のみ、１年以上の実務経験が必要

（出所：ACCAウェブサイトより筆者作成）
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【図表８】2013�2014 ACCA執行部

役 員

会長 MartinTurner氏

会長代理（DeputyPresident） AnthonyHarbinson氏

副会長（VicePresident） DatinAlexandraChinJP氏

エグゼクティブ・チーム

専務理事 HelenBrand氏

エグゼクティブ・ディレクター

（市場担当）
StephenHeathcote氏

エグセクティブ・ディレクター

（財務運営担当）
RaymondJack氏

エグセクティブ・ディレクター

（ガバナンス担当）
PeterLarge氏

エグセクティブ・ディレクター

（戦略開発担当）
ClareMinchington氏

（出所：ACCAウェブサイトより筆者作成）

【図表７】ACCAの提供する資格とCCA取得までの流れ

専門基礎モジュール

追加専門

試験及び

実務経験

基礎レベル

財務・管理

会計入門

数学及び英語能力自己確認モジュール（選択制）

公認会計

テクニシャン

財務・管理

会計中級

会計・ビジ

ネスディプ

ロマ

会計・ビジ

ネスディプ

ロマ（上級）

専門レベル

実務経験

ACCA

会員資格

OxfordBrookes大学学士号

OxfordBrookes大学修士号

会計基礎

（出所：ACCAウェブサイトより筆者作成）
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野の魅力を伝えることなど、様々な

取組みを通じて、社会からのイメー

ジを払拭し、多くの人材を取り込む

ことを目指している14。

４－１．執行部

ACCAの執行部は、会長、会長代

理及び副会長の役員３名並びにエグ

ゼクティブ・チームから構成され、

役員は理事会（Council）メンバー

から選出され、任期は１年となって

いる。エグゼクティブ・チームは役

員が選任し、理事会が承認する。

2013年から2014年の執行部の構成は、

前頁の図表８のとおりである。

４－２．理事会（Council）

ACCAでは、世界各国の会員から

理事会メンバーが選出されており、

現在の理事会メンバーは36名で（定

員は40名）、世界16か国から選出さ

れている。毎年９月に選挙が実施さ

れ、任期は１年である。理事会会議

は、定期的に開催されるが、月１回

事務局が作成した理事会報告（Coun-

cilReport）が各メンバーに送られ、

戦略及びその他の事項についての検

討が求められる。このほか、様々な

国の会員からの意見を理事会へ取り

入れるため、国際会議も定期的に行

われており、この国際会議には41か

国から52名の会員が選出されている。

理事会の主な職責は以下のとおり

となっている。

� 勅許で述べられている目的に従

い、ACCAが公共の利益に即して

活動するように担保すること

� ACCAの戦略の定期的な承認

� エグゼクティブ・チームによる

ACCAの戦略の執行計画の監督

� 会長、会長代理、副会長の選任

� 推薦委員会委員・報酬委員会委

員の任命

� その他の監督委員会（Oversight

Committees）の委員の選任

なお、ICAEWでも、英国以外の国

に居住する会員の増加を受け、2012

年５月にはICAEWの理事会メンバー

選挙において国際選挙区を設けるこ

とが決定されている15。特に、ICAEW

の正会員が2,000名以上いる欧州、

香港、北米地域、及びオセアニア地

域に、国際選挙区を設けることでこ

れらの地域からの理事の選任を可能

にし、ICAEWの戦略や予算に関す

る意思決定に海外からの声を取り込

もうとしている。ICAEWでは、これ

までも英国内を複数の選挙区に分け、

各選挙区で代表者の選出選挙を行い、

選出された各地域の代表者を理事会

に送り込むという方法が取られてき

ている。国際選挙区設置に係る決定

は、この理事会メンバーを選出する

ことが可能な選挙区を海外へも拡大

しようとするものである。2013年６

月に行われた選挙で国際選挙区から

選出されたメンバーは、欧州地域か

ら２名、オセアニア地域から１名、

米国から１名となっている。このほ

か、正会員が一定の人数には至らな

いため国際選挙区とはならないが、

相当数の正会員がいる地域では、任

命による理事会メンバーの選任も行

われており、アフリカ地域、カナダ・

カリブ地域、香港、マレーシア、及

び中東地域からも理事会メンバーが

選出されている。

いずれの団体も、海外の会員の増

加とともに、その組織の運営におい

てこれらの海外の会員の声を反映す

るようなガバナンス体制を作り上げ

ており、真の国際的組織に向けての

基盤作りが行われている。

ACCAの収入及び支出の内訳につ

いては、次頁の図表９のとおりであ

る。図表９から分かるとおり、

ACCAでは会費収入よりも、その他

の活動による収入が占める割合が高

い。特に、収入全体に占める資格の

提供や試験の実施に係る収入の占め

る割合の高さから、これらの活動が

ACCAの活動を支えていることが分

かる。CCA資格の取得にあたって必

要となる費用の詳細は次頁の図表10

のとおりであり、CCA資格取得後、

ACCAの会員となるために必要な入

会金及び会員資格維持に必要な年会

費は205ポンド（約36,000円）となっ

ている。151頁の図表６で示したそ

の他の資格等についても、図表10で

例示したような登録料や各段階で実

施される試験料の詳細が定められて

おり、ACCAは、これらを主な収入

源として活動を行っている。

支出の最も多い分野は、ACCAの

地域事務所の運営に係る人件費、運

営費及び広報関連費用を含む「市場

（Market）」で、これらに対する集

中的な投資により海外戦略の遂行や

現地会員サポートの充実に取り組ん

でいるものと考えられる。なお、会

員の監督及び規制、事務局の運営、

法律業務及び内部統制等に係る費用

をまとめた「統治（ガバナンス）」

が続いて費用支出の多い分野となっ

ており、会員に対するモニタリング

や規制の適用にも積極的に取り組ん

でいることが見て取れる16。

会員からの会費収入よりも、その

他の活動を通じた収入が多いのは

ACCAの特徴の１つであると考えら

れるが、例えば、ICAEWの場合は、
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【図表９】2013年度ACCAの収入及び支出の内訳

〈収入〉 〈支出〉

（出所：ACCAの年次報告書2012�2013より筆者作成）
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会費収入はその他の収入（教育及び

専門能力開発、懲戒及び業務管理、

その他商業活動、会員サポート等）

と同程度、CIMAの場合は、会費収

入は全体の60％、試験等の実施に係

る収入が30％、その他が10％といっ

た構成になっている17。

ACCAは、英国の会計専門家資格

付与団体であるとともに、国際的な

会計教育機関として世界各国に浸透

しており、特に、発展途上国への会

計・監査制度整備を通じた会計・監

査能力全体の向上への貢献、これに

よる資格市場の開拓とACCA資格の

促進など、非常に戦略的にその成長

戦略をとらえ、拡大を続けている。

ACCAは５年ごとに戦略目標を掲げ、

この目標達成のため、毎年作成され

る財務計画とともに、効率的な資源

配分を行うための優先活動テーマを

定め活動している。2015年までの戦

略目標においては、信用、影響力及

び規模の面で世界で主導的な職業会

計専門家団体として認知されること

（・ACCA willberecognizedasthe

leadingglobalaccountancybodyin

reputation,influenceandsize・）が掲

げられており、これを実現するため

のビジネスモデルとして、「共通の

高い基準に沿って養成され、スキル

や専門性の高さからグローバルな会

計人材として認められた、世界中で

通用し、必要とされる人材の育成」

を中心に据えている18。これを達成

するため、ACCAは各国の会計・監

査市場に対して投資を行い、これに

よりACCAのプレゼンスを向上させ、

専門家の養成にACCAが活発にかつ

継続的に関与することを目指してい

る。さらに、ACCAのプレゼンスを

高める活動としては、資格の促進だ

けでなく、統合報告の導入や、米国

の管理会計士協会（IMA：Institute

ofManagementAccountants）との

戦略パートナーシップの形成による

様々な共同研究の実施やビジネス分

野における会員の能力向上とサポー

トの実施などがあるほか、単純に

ACCAのサービス利用者である会員

や資格取得希望者に対するカスタマー

サポートの充実を通じた利用者の満

足度向上など、あらゆる方面からの

取組みが進められている。

ACCAの拡大や戦略は、英国内で

はICAEWなどに影響を与え様々な

取組みが進められるきっかけとなっ

ていると考えられるほか、例えば、

この連載において以前紹介したカナ

ダやオーストラリア・ニュージーラ

ンドにおける職業会計専門家団体の

合併、シンガポールにおける新しい

資格の創設などの動き、あるいは、

米国公認会計士協会（AICPA：The

AmericanInstituteofCertifiedPublic

Accountants）による管理会計の分

野における新しい資格の創設など、

様々な国際的な動きに影響を与えて

いると考えられる。2015年以降の戦

略目標は現在作成中とされているが、

様々な国際的な動向や競争の激化を

踏まえたうえで、どのような目標が

掲げられ、どのような活動が計画さ

れるのかについては、これらが国際

的に与える影響の面から非常に興味

深く、引き続き、情報収集を行い、

適宜紹介していく予定である。

（日本公認会計士協会事務局

渡場友絵）

〈注〉

１ ACCAが勅許（RoyalCharter）

を受けたのは、その設立から70年

が経過した1974年で、設立以来の

様々な活動が認められ、公共の利

益の促進のため、会計分野におけ

る研究や会員の能力向上及び高品

質な実務の保持のための会員に対

する監視などを行う団体としての

地位が与えられた。詳細について

は、http://www.accaglobal.com/g

b/en/discover/public-value/royal-c

harter.html参照。

２ 猪熊浩子（2013）「イギリスに

おける会計プロフェッショナルの

国際展開とそのハーモナイゼーショ

ン」『現代監査』No.23pp81�85、
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６ おわりに

【図表10】CCA資格取得に係る費用

登録料 79ポンド

年会費 81ポンド

試験料

基礎レベル（初級３科目） １科目につき74ポンド※

基礎レベル（上級６科目） １科目につき93ポンド※

専門レベル（５科目） １科目につき108ポンド※

合計（科目免除等の適用がなく、

４年間で資格を取得した場合）

1,723ポンド（約300,000円）

（出所：ACCAウェブサイトより筆者作成）

※ 試験の申込時期により、早期申込みの場合は割引が適用され、申込み時期が

期限後になった場合には、追加費用が発生する。また、試験費用以外にも、各

分野における授業料やテキスト代等の諸費用が別途かかるが、授業等の提供は

ACCA以外の教育機関（TuitionProviderと呼ばれる）で実施されるため、ACCA

に対する授業料等の直接的な支払いは行われない。
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CarlosMartinTornero・Profession

withoutprejudicebringsprideto

UK businessandeconomy,・The

AccountantOctober31,2013.

３ KeyFactsandTrendsinAc-

countancyProfession2014（https:/

/www.frc.org.uk/Our-Work/Publi

cations/Professional-Oversight/Ke

y-Facts-and-Trends-in-the-Account

ancy-Profession.aspx）参照

４ 各団体の正会員がどのような業

務分野に従事しているかについて

もFRC公表の統計資料に掲載があ

る。ACCAの正会員（全世界合計）

については、約60％が企業内会計

士や財務責任者（CFO）などとし

てビジネス分野に従事しており、

約20％が会計・監査事務所業務、

10％程度が政府等の公共部門の業

務に従事していることが示されて

いる。ICAEWの正会員では、ビ

ジネス分野が約40％、会計・監査

事務所業務が約30％、公共部門が

約15％程度となっている。その他、

FRC公表の統計資料には年齢区分

についての情報もあり、ACCAは、

特に、若い会員が多く44歳以下が

約60％であるのに対して、ICAEW

は約39％で、65歳以上の会員割合

も全体の約20％を占め（ACCAは

約３％程度）、ACCAにおいて新

しい若い会員の取込みが進んでい

ることが分かる。詳しくは、「Key

FactsandTrendsinAccountancy

Profession2014」の11～15頁参照。

５ ACCAの歴史については、ACCA

のウェブサイト参照（http://ww

w.accaglobal.com/gb/en/discover/

about/history.html）

６ ChenYugui,・TheProgressof

AccountancyProfessioninChina,・

SpeechforBakerTillyInterna-

tional2012GlobalAnnualConfer-

enceinBeijingOctober22,2012.

７ 2013年６月には、ICAEWはミャ

ンマー公認会計士協会（MICPA：

TheMyanmarInstituteofCertified

PublicAccountants）とコーポレー

ト・ガバナンス、倫理、継続的専

門研修、品質管理等の分野におけ

る協力の実施についての覚書を締

結している。

８ DFIDにおける専門家の派遣等

を通じた開発援助プログラムは、

「InvestmentFacilityforUtilising

SpecialistExpertise（IFUSE）と呼

ばれる。協力の詳細については、

DFIDウェブサイト参照（https:/

/www.gov.uk/government/policies

/helping-developing-countries-econ

omies-to-grow/supporting-pages/t

he-investment-facility-for-utilising-

uk-specialist-expertise-ifuse）

９ CCAの基礎レベル及び専門レベ

ルのシラバスはACCAのウェブサ

イト参照（http://www.accaglobal.

com/content/dam/acca/global/PD

F-students/acca/f1-p7-2013-Syllab

i.pdf）

10 詳細については、ブリティッシュ・

カウンシルのウェブサイト参照

（http://www.britishcouncil.jp/exa

m/other/professional/acca）

11 詳細については、ICAEWのウェ

ブサイト参照（http://careers.icaew.

com/university-students-graduates

/entry-routes）

12 詳細については、ICASのウェ

ブサイト参照（http://icas.org.uk/

ICASfoundation/）

13 BIG4、中規模会計事務所10社、

及びその他小規模事務所並びに

CIMA、ICAEW、ACCA及びアカ

ウンティングテクニシャン協会

（AAT：AssociationofAccounting

Technicians）

14 VincentHuck・Diversityandin-

clusioninitiativelaunchedtotackle

UK professiontalentgap,・The

AccountantApril2,2014Access

Accountancyの詳細については、

ウェブサイト参照（http://access

accountancy.org/）

15 CalumFuller・ICAEWtosetup

internationalconstituencies,・Ac-

countancyAgeMay2,2014.

16 ACCAの財務諸表については、

ACCAの年次報告書参照（http://

annualreport.accaglobal.com/）。

ACCAは、FRCに承認された認定

監督団体（RSB：RecognisedSu-

pervisoryBody）として、開業登

録や監査権利を有して監査業務を

行っている事務所等に対して定期

的な検査を実施しており、ACCA

の品質管理体制は、FRC等の監督

下に置かれている。そのほかに、

自主規制の一環として、「ACCA

QualityChecked」という会員事務

所におけるサービスや基準の遵守

状況等を検査し、一定のレベル以

上にある事務所に品質保証認定を

与えるような制度も設けている。

ACCAの実施する品質管理につい

ては、ACCAのウェブサイト参照

（http://www.accaglobal.com/cont

ent/dam/acca/global/PDF-membe

rs/2012/2012m/monitoring_reqs_

v2.pdf）

17 ICAEW及びCIMAの年次報告書

及び財務諸表は、それぞれウェブ

サイトから入手可能（ICAEW：

http://review.icaew.com/financial

_review_2013.pdf、CIMA：http://

www.cimaglobal.com/Documents/

About%20us%20docs/Annual-revie

会計・監査ジャーナル No.709 AUG.2014156



●法令・その他

w/2013/cima-financial-statements-

2013.pdf）

18 ACCAのビジネスモデルについ

ては、2012�2013AnnualReport参

照（http://www.accaglobal.com/c

ontent/dam/acca/global/pdf-agm/

ar2012-13.pdf）
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※『会計・監査ジャーナル』2014

年７月号「会計プロフェッショ

ンをめぐる国際動向⑤米国公認

会計士（AICPA）の最近の動

向について」（123頁～）を併読

した場合に単位が付与されます。

教材コード Ｊ０１００９１

研修コード １９９９

履 修 単 位 １単位
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